
出演者プロフィール

愛媛県出身。東京藝術大学卒業。同大
学院博士課程声楽オペラ専攻を修了、
音楽博士号取得。第28回奏楽堂日本歌
曲コンクール入選。日本声楽アカデ
ミー会員。

藤井　冴 （ソプラノ）大音絵莉 （ソプラノ）
大阪府出身。東京藝術大学卒業。同大学
院修了。イタリア国立パルマ音楽院修士
課程修了。第 7 回静岡国際オペラコン
クール入選。第16 回旭川“雪の降る街を” 
中田喜直記念コンクール大賞及び中田
喜直賞（第１位）。藤原歌劇団準団員。日
本声楽アカデミー会員。

有田真恵 （メゾソプラノ）

松島　歩 （ソプラノ）

佐間野朋美 （メゾソプラノ）

東京都出身。上野学園大学卒業、同大学
音楽専攻科修了。第 19 回奏楽堂日本歌
曲コンクール入選。国内外のオペラやコ
ンサートに数多く出演。台東区上野の森
ジュニア合唱団歌唱指導者。日本声楽ア
カデミー会員。

石川県出身。東京藝術大学卒業。同大学
院修士課程オペラ専攻修了。藝大オペラ
定期公演にてデビュー。イタリア・パル
マへ留学。Val Tidone Summer Camp に
てディプロマを取得。日本声楽アカデ
ミー准会員。

神奈川県出身。聖徳大学卒業。同大学院
博士前期課程修了。在学中より定期演奏
会、聖徳大学オペラに出演。女声合唱団
カマラード横浜指導者・指揮者。女声合
唱団まつぼっくりエコー指導者。日本声楽
アカデミー会員。

平中麻貴 （ソプラノ）
愛媛県出身。東京藝術大学卒業。同大学
院修士課程独唱専攻修了。日本声楽家協
会講師。聖徳大学附属女子高等学校講
師。聖徳大学音楽学部講師。日本声楽ア
カデミー会員。

佐々木菜穂子 （メゾソプラノ）
東京都出身。東京藝術大学卒業。聖徳大
学大学院音楽文化研究科音楽表現専攻
博士前期課程声楽コース修了。2015 年
1ｓｔアルバム『Luna Voce』リリース。
月島歌劇団団長、lunace メンバー。日本
声楽アカデミー会員。

Jソロイスツ（女声アンサンブル）
2004 年４月に結成された女声による声楽アンサンブル。一人一人がソリストであることを基にし
て、美しいアンサンブルを聞かせる。ユニゾンの表現力・ハーモニーの美しさの伝統は変わること
なく、多くの演奏会で、その美しい歌声、華麗なステージ、豊かな音楽性が絶賛されている。レパート
リーも「文化庁・日本の歌百選」、世界の民謡、オペラ・ミュージカルナンバー等々幅広い。2007 年、
日本の歌百選と保育唱歌を収録したＣＤ「親子で楽しむ唱歌集」をリリース。１４年にわたり本公演
のメイン出演者として、高いパフォーマンスを披露する。   

山口佳代（ピアノ）
東京都出身。東京藝術大学大学院修士課程修了。第33回全日本学生音楽コンクール
東日本第２位受賞。第２回日本室内楽コンクール第一位受賞。第67回日本音楽コン
クール木下賞（共演賞）受賞。文化庁・二期会・東京オペラ・日生劇場等のオペラプロ
ジェクトにコレペティトルとして重責を果たし、モーツァルトの主要作品のチェンバリス
トとしても活躍している。現在、東京藝術大学講師、聖徳大学講師、日本声楽家協会コ
レペティトル会員、日本声楽アカデミー会員、二期会オペラ研修所ピアニスト、二期会
バッハ・バロック研究会ピアニスト。

〒111-0035 東京都台東区西浅草3-3-2 合羽橋本通り　電話：（03）3843-0881
営業時間：午前11:30～午後9:00 （水曜日定休）

【会場案内】

藪内俊弥（バリトン）
長野県出身。東京藝術大学卒業。同大学院修士課程独唱科修了。第12回日仏声楽コン
クール第二位入賞。第23回奏楽堂日本歌曲コンクール第二位。「第九」（小林研一郎指
揮、日本フィル）、デュリュフレ「レクイエム」（飯守泰次郎指揮、東京シティフィル）等のソリ
ストを務める。オペラでは、藝大大学院定期オペラ公演「ドン・ジョヴァンニ」マゼット、東
京室内歌劇場公演パイジェッロ「セヴィリアの理髪師」（若杉弘指揮）バルトロ、新国立劇
場公演ツィンマーマン「軍人たち」三人の大尉役等幅広く演じている。ルーマニア国立コ
ンスタンツァ歌劇場「ランメルモールのルチア」エンリーコ役でヨーロッパデビュー。二期
会会員。日本演奏連盟、日本声楽アカデミー各会員。聖徳大学音楽学部講師。

田山萌絵（フルート）
千葉県出身。東京藝術大学卒業。同大学院修士課程修了。学部在学中に、平成18年度
文化庁派遣在外研修生としてウィーン国立音楽大学留学。びわ湖国際フルートコン
クール高校生部門第１位、全日本学生音楽コンクール高校の部東京大会第１位、市川
新人演奏家コンクール最優秀賞を受賞。2010年室内楽にてウィーンフィル首席奏者の
W. トム ベック氏、C. ホラーク氏と共演。現在、オーケストラや室内楽などで幅広く活動
するほか、後進の指導にもあたる。茨城県立水戸第三高等学校音楽科非常勤講師。 

上部 左から
 ・江戸通りを走る聖火ランナー　【昭和 39年】
 ・銀座松屋前を歩く女性　　　　【昭和初期】
 ・蓄音器で音楽を聴く女性　　　【大正 2年】
 ・路地の遊び　　　　　　　　　【大正時代】
下部
 ・東京音楽学校校舎　　　　　　【明治 23年頃】

《表面写真提供》

下町風俗資料館
旧東京音楽学校奏楽堂 

《日本の西洋音楽はここから始まった～ようこそ、旧東京音楽学校奏楽堂へ》

東京藝術大学音楽学部の前身、東京音楽学校の校舎として、明治 23 年（1890）
に建造され、日本における音楽教育の中心的な役割を担ってきた旧東京音楽学
校奏楽堂。かつて瀧廉太郎がピアノを弾き、山田耕筰が歌曲を歌い、三浦 環が
日本人による初のオペラ公演でデビューを飾った由緒ある舞台です。
昭和62年（1987）に現在の地へ移築・復原し、「生きた文化財」として、建物の公開、
演奏会や音楽資料の展示が行われてきましたが、平成 25 年（2013）4 月より、
保存活用工事のため休館、平成 30 年（2018）11 月にリニューアルオープンし
ました。
本公演は、毎年この時期に行われ、はや 14 回目を迎えます。
オリンピックイヤーということもあり、前回の東京オリンピックを偲んで懐か
しい “あの曲” も登場します。どうぞご期待ください。


